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論
者
は
、
説
林

五
三
号
に
お
い
て
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語
（
全
巻
、
表
紙
の
題
は

今
昔
物
語

と
書
い
て
あ
る
が
、

内
題
に
は

今
昔
物
語
集

と
あ
る
。）
の
紹
介
を
行
っ
た
が
、
そ
の
際
、
本
の
空
白
部
分
の
分
析
、
流
布
本
系
共
通
脱
文
の
分
析
か
ら
、

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
に
近
い
流
布
本
系
の
本
で
あ
り
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
よ
り
良
い
本
で
あ
ろ
う
と
論

じ（
１
）た。

し
か
し
、
そ
の
位
置
づ
け
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
、
諸
本
と
の
一
語
一
語
の
比
較
を
経
て
、
初
め
て
、
立
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

巻
一
に
つ
い
て
は
、
先
に
論
集
で
分
析
を
行
い
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
み
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
、
こ
れ
は
、
説

林

五
三
号
で
論
じ
た
の
と
同
じ
傾
向
で
あ
る
が
、
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
の
底
本
で
あ
る
東
大
本
甲
や
東
北
大
本
、
野
村
本
と
の
み
一
致

す
る
箇
所
も
あ
り
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

は
、
流
布
本
系
諸
本
（
内
閣
文
庫
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
東
大
本
乙
）
と
古
本
系
諸
本
（
東

大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
）
の
間
の
状
態
を
有
す
る
希
有
な
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ（
２
）た。
巻
二
、
巻
五
、
巻
七
、
巻
九
の
場
合

は
、
鈴
鹿
本
と
い
う
原
本
に
近
い
本
が
残
っ
て
い
る
せ
い
か
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
と
一
致
す
る
箇
所

は
非
常
に
少
な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ（
３
）た。

但
し
、
巻
五
、
巻
七
で
は
全
体
と
し
て
、
流
布
本
系
の
諸
本
と
表
記
が
一
致
す
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
固
有
名
詞
等
に
つ
い
て
は
、
古
本
系
諸
本
に
依
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
巻
四
と
同
じ
で
あ（
４
）る。

巻
三
・
巻
六
・
巻
十
で
は
、
特
に
、
野

村
本
が
流
布
本
系
と
古
本
系
と
の
狭
間
で
揺
れ
て
い
る
様
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
様
々
な
要
件
か
ら
、
流
布
本
系
は
、
校
訂
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本
文
を
目
指
し
た
書
物
群
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
た
。
但
し
、
彦
根
城
博
物
館
本
の
よ
う
に
、
中
間
的
な
表
記
を
有
す
る
書
物
の
場
合

に
は
、
い
ま
だ
、
そ
の
ど
ち
ら
と
も
見
定
め
が
た
い
と
し
、
今
後
、
さ
ら
に
、
巻
ご
と
の
分
析
を
続
け
、
彦
根
城
博
物
館
本
の
性
格
を
見
極

め
る
と
共
に
、
古
態
本
と
流
布
本
の
総
合
的
な
分
析
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
し（
５
）た。
巻
四
の
場
合
に
顕
著
な
傾
向
と
し
て
現
れ
る
の
は
、
古

本
系
と
の
一
致
度
が
高
く
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
一
致
度
は
低
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
古
態
本
と
流
布

本
の
中
間
的
な
本
と
し
て
位
置
づ
け
て
き
た
が
、
巻
四
に
い
た
っ
て
、
古
態
本
の
表
記
を
有
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、
改
め

て
、
彦
根
本
の
位
置
づ
け
を
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ（
６
）た。

ま
た
、
巻
十
一
・
巻
十
二
で
は
内
閣
文
庫
本
Ｂ
に
お
い
て
、

出
典
等
に
よ
る
補
入
が
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
表
現
は
一
致
し
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
、
内
閣
文
庫
本

Ｂ
よ
り
前
に
成
立
し
た
写
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え（
７
）た。
巻
十
二
の
分
析
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
、
Ｃ
お
よ
び
野

村
本
は
校
訂
本
文
を
目
指
し
た
書
物
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
と
し
た
。
ま
た
、
巻
十
二
に
お
い
て
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
の
み
が
最
も
古
い

鈴
鹿
本
の
表
記
の
一
部
を
残
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し（
８
）た。

巻
十
三
で
は
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
実
践
女
子
大

本
、
國
學
院
大
本
と
一
致
す
る
箇
所
は
多
く
な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
一
方
、
Ｂ
本
の
み
と
重
な
る
箇
所
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
代
わ

り
に
、
東
大
本
乙
が
古
本
系
と
表
現
が
一
致
す
る
場
合
、
流
布
本
系
と
表
現
が
一
致
す
る
場
合
の
両
方
に
お
い
て
、
彦
根
城
博
物
館
本
と
一

致
す
る
箇
所
が
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
両
本
の
表
現
の
全
て
が
一
致
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
直
接
の
書
承
関
係
が
あ
る
と

は
い
え
な
い
も
の
の
、
彦
根
城
博
物
館
本
が
乙
本
と
同
系
統
の
本
文
を
引
き
写
し
た
可
能
性
、
あ
る
い
は
、
そ
の
逆
の
可
能
性
を
指
摘
し

た
。
ま
た
、
固
有
名
詞
に
つ
い
て
、
底
本
で
あ
る
東
大
本
甲
で
は
、
欠
験
記
ニ
依
テ
補
フ

と
い
う
朱
傍
が
あ
り
、
古
本
系
と
さ
れ
る
実

践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
は
、
同
じ
固
有
名
詞
を
記
し
て
い
る
が
、
流
布
本
系
の
乙
本
、
Ａ
本
、
Ｂ
本
、
Ｃ
本
、
ま
た
、
彦
根
城
博
物
館

本
も
、
欠
を
補
わ
ず
、
□
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
古
本
系
に
お
い
て
も
校
訂
が
な
さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ（
９
）た。

巻
十
四
に
お
い
て
も
古
本
系
と
さ
れ
る
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
、
野
村
本
が
校
訂
本
文
を
目
指
し
た
本
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
）

（
た
。
巻
十
五
の
本
文
の
異
同
か
ら
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
が
古
態
本
と
流
布
本
の
両
本
の
系
統
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
に
あ
っ
た

と
仮
定
し
、
古
語
と
し
て
の
漢
字
の
表
記
に
は
忠
実
で
あ
り
な
が
ら
も
、
順
序
の
入
れ
替
え
の
よ
う
な
明
ら
か
な
誤
謬
に
つ
い
て
は
、
訂
正
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す
る
と
い
う
意
識
が
垣
間
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
）

（
た
。
巻
十
六
で
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
Ｂ
本
と
乙
本
の
い
ず
れ
か
の
表
記
に
ほ
ぼ
合

致
し
、
古
態
本
系
の
欠
字
部
分
の
ほ
と
ん
ど
が
流
布
本
系
で
は
踏
襲
さ
れ
ず
、
欠
字
を
な
く
し
て
、
意
味
合
い
が
通
じ
る
よ
う
な
表
現
に
変

更
さ
れ
て
い
る
様
が
見
て
と
れ
）

（
た
。

　

巻
十
七
で
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
の
表
記
が
底
本
や
古
態
本
系
と
同
じ
表
記
の
と
こ
ろ
で
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
が
写
し
間
違
っ
て
異
な
っ
た

表
記
に
な
っ
て
い
る
例
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
が
彦
根
城
博
物
館
本
を
写
し
て
出
来
上
が
っ
た
本
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
）

（
た
。
以
前
に
、
巻
十
五
で
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
が
古
態
本
と
流
布
本
の
両
本
の
系
統
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
に
あ
っ
た
と
仮
定

し
、
古
語
と
し
て
の
漢
字
の
表
記
に
は
忠
実
で
あ
り
な
が
ら
も
、
順
序
の
入
れ
替
え
の
よ
う
な
明
ら
か
な
誤
謬
に
つ
い
て
は
、
訂
正
す
る
と

い
う
意
識
が
あ
っ
た
と
考
察
）

（
し
、
巻
十
六
の
場
合
に
は
、
流
布
本
と
の
一
致
度
の
高
さ
か
ら
み
て
、
流
布
本
し
か
見
て
い
な
い
可
能
性
も
考

え
得
る
と
し
）

（
て
、
巻
ご
と
に
見
て
い
る
本
が
異
な
る
か
の
よ
う
な
論
述
を
行
っ
て
き
た
が
、
巻
十
七
に
お
い
て
は
、
鈴
鹿
本
（
京
都
大
学
蔵

本
）
と
い
う
原
本
に
近
い
本
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
一
見
、
矛
盾
す
る
か
の
よ
う
な
現
象
の
謎
を
解
く
例
証
が
見
つ
か

り
、
古
態
本
系
と
流
布
本
系
の
書
写
関
係
の
中
で
彦
根
城
博
物
館
本
が
ど
こ
に
位
置
す
る
か
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
、
彦
根

城
博
物
館
本
は
古
態
本
系
と
流
布
本
系
の
間
に
あ
る
本
と
考
え
て
き
た
が
、
巻
十
七
の
表
記
の
諸
本
の
違
い
を
見
る
と
、
そ
れ
は
、
彦
根
城

博
物
館
本
が
古
態
本
系
統
の
本
を
引
き
写
し
な
が
ら
も
、
自
ら
の
校
訂
の
方
針
に
よ
っ
て
変
更
を
加
え
た
結
果
、
流
布
本
の
性
格
と
近
し
い

も
の
と
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
底
本
の
字
を
読
み
間
違
っ
た
箇
所
の
表
記
に
つ
い
て
、
諸
本
を
総
合
的
に
分
析
す
る
と
、
次
の

よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
実
践
女
子
大
本
と
國
學
院
大
本
の
系
統
の
古
態
本
か
ら
、
そ
の
表
記
は
彦
根
城
博
物

館
本
に
継
承
さ
れ
、
そ
の
後
、
彦
根
城
博
物
館
本
か
ら
内
閣
文
庫
本
Ｂ
へ
と
い
う
流
れ
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
と
は
別
に
、
別
系
統
の

古
態
本
（
東
大
本
甲
に
近
い
本
）
を
引
き
写
し
た
東
大
本
乙
か
ら
内
閣
文
庫
本
Ａ
Ｃ
の
系
統
へ
と
書
写
さ
れ
た
流
れ
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
書
写
の
過
程
で
、
写
し
間
違
い
や
校
訂
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
古
態
本
と
流
布
本
の
表
記
が
時
折
、
交
錯
す
る
よ
う
に
み
え

る
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
諸
本
の
書
写
の
過
程
は
、
右
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
巻
十
三
の
分
析
時
に
実
践

女
子
大
本
と
國
學
院
大
本
の
よ
う
な
古
態
本
も
校
訂
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
）

（
た
が
、
こ
こ
で
そ
の
こ
と
が
よ
り
明
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確
と
な
っ
た
。

　

巻
十
九
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
古
態
本
に
お
け
る
捨
て
仮
名
や
送
り
仮
名
な
ど
が
流
布
本
で
は
落
と
さ
れ
縮
め
ら
れ
て
す
っ
き
り
し

た
形
に
変
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
が
流
布
本
系
と
古
態
本
系
の
表
現
を
分
け
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
）

（
る
。

巻
二
〇
で
は
同
様
の
結
果
が
よ
り
明
確
な
形
で
得
ら
れ
た
。
ま
た
、
巻
二
〇
に
お
い
て
は
、
明
ら
か
な
漢
字
の
間
違
い
が
流
布
本
に
お
い
て

修
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
散
見
さ
れ
た
。
但
し
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
も
彦
根
城
博
物
館
本
が
古
態
本
に
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る
表
記

を
も
つ
こ
と
も
あ
り
、
彦
根
城
博
物
館
本
の
時
折
、
揺
れ
る
そ
の
位
相
に
つ
い
て
は
、
巻
ご
と
の
緻
密
な
分
析
が
今
後
さ
ら
に
必
要
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
他
、
古
態
本
の

（
空
白
）
は
、
流
布
本
で
は
削
除
し
て
も
意
味
が
通
る
場
合
や
容
易
に
校
訂
で
き
る
よ
う
な
場
合
は
削
除

さ
れ
て
い
る
様
態
が
見
て
と
れ
）

（
た
。

　

巻
二
二
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

の
本
文
を
他
の
諸
本
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彦
根
城
博
物
館

所
蔵

今
昔
物
語

巻
二
二
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
但
し
、
諸
本
の
収
集
は
、
い
ま
だ
、
そ
の
途
上
に
あ
り
、
旧
日
本
古

典
文
学
大
系

今
昔
物
語
集

の
校
異
と
頭
注
か
ら
必
要
な
部
分
を
抜
き
出
す
形
で
、
諸
本
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

凡
例

一
番
上
の
段
は
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
の
ペ
ー
ジ
と
行
、
次
の
段
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
の
本
文
、
次
の
段
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
と

同
じ
本
文
を
持
つ
本
の
種
類
で
あ
る
。（
但
し
、
異
体
字
な
ど
の
字
形
が
異
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
含
め
、
そ
の
都
度
指
摘
し
た
。）

★
印
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
独
自
の
部
分
で
あ
り
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
諸
本
の
例
を
示
し
た
。
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
に
載
る
考
察

は
必
要
に
応
じ
て

 

に
入
れ
て
付
し
た
。

各
本
の
略
語
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

底
│
旧
日
本
古
典
文
学
大
系

今
昔
物
語
集

の
底
本
（
東
大
本
甲
）【
旧
日
本
古
典
文
学
大
系

今
昔
物
語
集

の
底
本
が
現
在
の
諸
本
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の
う
ち
の
古
態
本
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
底
の
字
を
使
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
一
見
し
て
明
ら
か
と
な
る
よ
う
に
し
た
。】　

北

│
東
北
大
本　

実
│
実
践
女
子
大
本　

国
│
國
學
院
大
本　

野
│
野
村
本　

以
上
、
古
本　

乙
│
東
大
本
乙　

Ａ
│
内
閣
文
庫
本
Ａ　

Ｂ
│

内
閣
文
庫
本
Ｂ　

Ｃ
│
内
閣
文
庫
本
Ｃ　

以
上
流
布
本　

彦
│
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本

大
│
旧
日
本
古
典
文
学
大
系

巻
二
十
二
第
一
話

二
二
六
　

臨
ケ
ル
ハ 
諸
大

臨
ケ
レ
バ

Ｂ

　
　
　

　

常 
諸
大

常
ニ

Ｂ

　
　
　

　

公
事
ニ 

★　

公
事
ヲ
バ

Ｂ

公
事
ハ

諸
大

　
　
　

　

ケ
ル 

底
北
Ａ
（
譌
字

翔
）
翔
ケ
ル

Ｂ
Ｂ
一
Ｃ
大
（
Ｂ
一
の
偏
は

）

ケ
ル

実
国
（
譌
字

翔

の
変
）

　
　
　

　

公
卿
ト
ニ
モ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

ト
テ 

諸
大

　
　
　

　

ツ
ト
モ 

翔
ツ
ト
モ

諸
（
底
北
実
国
Ａ
の
翔
は
異
体
）

　
　
　

　

為
ツ
ル
ニ
カ 

Ｂ

ナ
シ
ツ
ル
ニ
カ

Ｂ
一

為
ツ
ル
ニ
□
ト

北

為
ツ
ル
ニ
□
カ

実
国
Ａ
Ｃ
（
実
本
は
、
ガ

を
み
せ
け
ち
し
て
ク
と
傍
書
）
為
ツ
ル
ニ
□
ヤ

底
大

　
　
　

　

怠
キ
取
テ 

実
国
Ａ

　
　
　

　

眤
シ
キ 

大　

眤

は

昵

の
通
字
。
古
本
の
旁

は
正
体

の
譌
。
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者
ニ
テ
ム 

底
北
Ａ
Ｃ
大

者
ミ
マ
ム

実
国
（
マ
は
異
体
）
者
ニ
ナ
ム

Ｂ
Ｂ
一

　
　
　

　

仰
セ
无
キ 

実
国
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

无
礼
ヲ
致
ス 

諸

二
二
七
　

有
ラ
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

有
レ
ハ

Ｂ
一

有
テ
ハ

底
北
実
国
大

　
　
　

　

セ
ム
ト 

底
北
実
国
Ａ
Ｃ
大
（
Ａ
の

は
変
）
殺
サ
ム
ト

Ｂ
Ｂ
一
（
Ｂ
一
の
ム
は
ン
）

　
　
　

　

由
ヲ 

諸
大

申
ヲ

底

 

底
本

申

に
作
れ
る
を
諸
本
に
よ
り
訂
。

　
　
　

　

大
刀
ヲ 

底
北
実
国

　
　
　

　

有
シ
カ
ト 
有
シ
ヤ
ト

諸
大

　
　
　

　

臆
病
シ
タ
ル 
Ｂ
Ｂ
一
Ｃ

　
　
　

　

泣
キ
悲
ム
テ 

実
国

　
　
　

　

傳
リ
公
財
共
ハ 

底
北
実
国
Ａ
Ｃ
大

傳
ル
公
財
共

Ｂ
Ｂ
一

 

伝
ハ
リ
物
・
伝
ハ
リ
敵

と
同
趣
の
造
語
か
。
或
は

伝
リ
ノ

と
あ
っ
た
の
を
脱
し
た
も
の

か
。

二
二
八
　

始
ム
間 

諸
大　

　
　
　

　

謀
リ
給
フ 

★　

譲
リ
給
フ

諸
（
底
北
実
国
の
譲
は
変　

旁
を

に
作
る
、
Ｂ
一
の
給
は
玉
）

　
　
　

　

懐
任
シ
テ 

底
北
実
国
Ａ

　
　
　

　

多
峯
ノ 

諸
大

多
武
峯

Ｃ

　
　
　

　

産
ヌ
リ 

底
Ａ
（
底
は
メ
と
朱
訂
）

　
　
　

　

大
臣
ノ
山
送
ノ 

★　

大
臣
ノ
□
山
送

Ｂ
Ｂ
一

大
臣
ノ
山
送
ノ
山
送

底
北
実
国
Ａ
Ｃ
大
（
上
の
山
に
、
底
北
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実
国
は
葬

と
傍
書
）

　
　
　

　

満
チ
弘
コ
テ 

底
北
実
国
Ａ
大

満
弘
カ
テ

Ｂ

満
弘
カ
リ
テ

Ｂ
一

満
チ
弘
ニ
テ

Ｃ

 

弘
ゴ
リ
テ
の
音
便
、
弘
ゴ
ッ
テ
の
促
音
を
表
記
し
な
い
も
の
か
。

　
　
　

　

隙
无
シ 

Ｂ
Ｂ
一

巻
二
十
二
第
二
話

二
二
八
　

御
ケ
リ 

底
北
実
国

　
　
　

　

政
テ
ソ 

実
国

　
　
　

　

太
郎 
Ｂ
Ｃ

大
郎

大

　
　
　

　

左
右
京 
諸
大

二
二
九
　

御
子
ヲ 

諸
大

　
　
　

　

満
チ
弘
コ
リ
テ 

北

　
　
　

　

政
給
フ 

北
Ａ
Ｂ
Ｂ
一
Ｃ

　
　
　

　

多
ア
レ

 

★　

多
ケ
レ
ト
モ

実
国

多
ヤ
レ
ト
モ

北

多
カ
レ
ド
モ

底
Ａ
Ｂ
Ｂ
一
Ｃ

　
　
　

　

成
人
難
之 

Ｃ

成
人
難
シ

実
国
Ａ
Ｂ
Ｂ
一
（
以
上
底
北
実
国
Ａ
の
シ
は
之
の
草
体
）
成
ナ
ル
人
難
シ

北

（
全
訓
捨
て
が
な

ナ
ル

を
有
す
）
成
□
人
難
シ

底
大

巻
二
十
二
第
三
話

二
二
九
　

三
郎
也 

底
北
実
国
Ｃ
大

三
郎
也
也

Ａ

二
郎
也

Ｂ
Ｂ
一
（
Ｂ
一
の
也
は
ナ
リ
）　

前
話
か
ら
す
れ
ば

二
郎
が
正
し
い
。
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御
ケ
レ
ハ 

諸

二
三
〇
　

給
フ 

諸
大

　
　
　

　

此
ノ
大
臣
ノ
御
流
也 

実
国
Ａ
Ｂ
Ｂ
一
Ｃ

　
　
　

　

三
朕
門 

北
Ｂ

三
咲
門

Ｂ
一

三

門

底
実
国
Ａ
Ｃ
大

　
　
　

　

ノ 

諸
大

巻
二
十
二
第
四
話

二
三
〇
　

微
妙
ク
ナ
ム 

諸

　
　
　

　

而
ル
ニ
此
ノ
大
臣 
底
北
実
国

　
　
　

　

他
戸
ノ
宮
ト 
底
Ａ
Ｂ
Ｂ
一
Ｃ

　
　
　

　

本
子
御
ケ
リ 

北
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

恐
怖
レ
テ 

北
実
Ａ
Ｂ
（
実
の
レ
は
シ
に
重
書
せ
し
も
の
）
恐
怖
シ
テ

底
国
Ｂ
一
Ｃ
大

　
　
　

　

乗
リ
給
フ
ニ 

北
実
国
Ａ
Ｂ
一
Ｃ

　
　
　

　

頭
ヲ
乗
テ 

諸
（
底
北
実
国
は
垂

と
傍
書
）
頭
ヲ
垂
テ

Ｂ
大

　
　
　

　

乗
リ
給
ヒ
ヌ 

実
国
Ａ
Ｂ
Ｂ
一
Ｃ

巻
二
十
二
第
五
話

二
三
一
　

弟
二
人
ノ 

底
北
実
国

　
　
　

　

近
代
マ
テ
栄
エ
給
テ 

底
北
実
国
（
底
北
実
国
は
榮
）

　
　
　

　

シ
カ
ハ
ア
レ
ト
モ 

北
実
国
Ｃ

シ
カ
ハ
ア
レ
ト

Ａ
Ｂ
Ｂ
一

シ
カ
レ
ド
モ

底
大
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モ
ノ
ヲ
モ
ヒ
モ
ナ
シ 

実
国
大

モ
ノ
ヲ
モ
ヒ
モ
ナ
レ

底
（
レ
を
シ
と
朱
訂
）
モ
ノ
ヲ
モ
ヒ
ナ
シ

北
Ａ
Ｂ
Ｃ

モ
ノ

思
ヒ
ナ
シ

Ｂ
一

二
三
二
　

微
妙
ク 

諸
大

 

諸
本
か
く
作
る
が
、
微
妙
シ

の
譌
か
、
微
妙
ク
御
ス

の
圧
縮
表
現
か
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

　

前
生
ニ
果
報
也 

北
実
国
Ａ
Ｃ

巻
二
十
二
第
六
話

二
三
三
　

不
住
ス 

底
北
Ａ
Ｃ
大
（
底
は
注
歟
と
朱
傍
）
不
註
ス

実
国

不
注

Ｂ
Ｂ
一　

底
・
北
・
Ａ
・
Ｃ
か
く

作
る
は

不
注
ズ

の
譌
か
。

　
　
　

　

堀
川 
諸
大

　
　
　

　

時
ナ
ト
ソ 

底
北
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

有
ル
カ
微
妙
也 

底
Ａ
Ｂ
Ｂ
一
Ｃ
大
（
Ｂ
一
の
有
は
ア
）
有
ル
ト
微
妙
也

北
実
国

 

北
・
実
・
国
は
ト
に
誤
る
。

　
　
　

　

納
メ
奉
ニ
ケ
リ
夜 

★　

納
メ
奉
テ
ケ
ル
カ
夜

Ｂ
Ｂ
一

納
メ
奉
テ
ケ
リ
夜

底
北
実
国
Ａ
Ｃ
大

　
　
　

　

読
タ
リ
ケ
ル
〔　

脱　

〕
諸

讀
タ
リ
ケ
ル
、〔
深
草
ノ
野
ベ
ノ
櫻
シ
心
ア
ラ
バ
、〕
コ
ト
シ

　
　
　
　
　

コ
ト
シ 

古
本
は
、
古
今
集
に
よ
り
朱
書
補
入
（
底
本
は
ひ
ら
が
な
）

巻
二
十
二
第
七
話

二
三
四
　

世
ノ
思
エ 

底
北
実
国

　
　
　

　

昔
ハ
此
止
事
无
キ 

昔
ハ
此
ノ
止
事
无
キ

諸
大　

如
此
ノ

の
意
か
。
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渚
ノ
山
ノ
程
ヲ 

底
北
実
国

諸
ノ
山
ノ
程
ヲ

Ａ
Ｂ
Ｂ
一
Ｃ

　
　
　

　

雨
宿
ヲ
セ
ム
ト 

諸
大

雨
宿
ヲ
セ
ム

底

　
　
　

　

皆
ナ
向
タ
ル
方
ニ 

北
実
国
Ａ
Ｃ
大

皆
カ
向
タ
ル
方
ニ

底

皆
ナ
向
ヒ
タ
ル
方
ニ

Ｂ
Ｂ
一

　
　
　

　

唐
ラ
門
屋
ノ 

底
北
実
国

　
　
　

　

妻
ニ
三
門
許
ノ 

Ａ
Ｃ

　
　
　

　

廊
ノ
妻
ニ
立
ナ
ル
所
ニ　

★　

廊
ノ
妻
ノ
直
ナ
ル
所
ニ

底
北
実
国
Ａ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
以
外
の
直
は
草
体　

亘

と
傍
書
）
廊
ノ

亘
ナ
ル
所
ニ

Ｂ
Ｂ
一

　
　
　

　

尻
ヲ
打
懸
テ 

Ａ
Ｂ
Ｂ
一
Ｃ

　
　
　

　

漸
ク
暮
ヌ 
諸
（
底
の
暮
は
変　

其
＋
日
に
作
る
）

　
　
　

　

怖
シ
ク
思
エ
テ 
底
実
国

二
三
五
　

ヒ 

諸
大　

掃

と
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

　

暫
許
ソ
有
テ 

Ａ
Ｂ
一
Ｃ

　
　
　

　

雨
ノ
止
ム
程
ハ 

底
実
国
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

濡
サ
セ
御
シ
タ
リ 

★　

濡
サ
セ
ヌ
ル
ニ
御
マ
シ
タ
リ

Ｂ
Ｂ
一
（
Ｂ
の
濡
は
儒
）
濡
サ
セ
ヌ
ル
ヽ
御
マ
シ
タ
リ

Ａ

Ｃ

濡
サ
セ
御
マ
シ
タ
リ

底
北
実
国
大
（
底
は
サ
セ
の
左
旁
に
ヌ
ル
ヽ
、
北
実
国
は
ウ
ル
ヲ
ヌ

ル
ヽ
と
小
書
）

　
　
　

　

故

シ
ク
シ
テ 

実
国
Ｂ
一

　
　
　

　

喬
ニ
テ 

底
北
実
国
Ａ
Ｃ
（
底
は
ニ
に
ミ
と
朱
傍
）

　
　
　

　

和
ラ 

北
実
国
Ｂ
一

　
　
　

　

見
ユ 

諸
（
底
北
の
ユ
は
変　

底
は
エ
に
北
は
コ
に
近
し
）
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高
坏
折
敷
ヲ 

北
Ｂ
一

　
　
　

　

干
鳥

ナ
ト
ヲ 

底
北
実
国
Ａ
大
（
底
の
干
は
や
や
千
に
近
し
）
干
鳥
チ
ト
テ

Ｂ

干
鳥
ナ
ト
ヲ

Ｂ
一
Ｃ

　
　
　

　

食
リ
ヌ 

諸
大

食
ヌ

Ｂ
一

 

下
二
段
動
詞
の
タ
ブ
（
食
・
賜
・
給
）
が
他
動
詞
四
段
活
用
で
タ
バ
ル
と
な
っ
た
も
の
と
見
る
。

　
　
　

　

其
レ
モ
飲
給
ヒ
テ 

北
実
国
Ａ
Ｂ
Ｃ
大

其
レ
ニ
飲
給
ヒ
テ

底

其
レ
モ
飲
玉
フ

Ｂ
一　

二
三
六
　

思
エ
給
ヒ
ケ
レ
ハ 

底
実
国

　
　
　

　

奇
異
ク
思
エ
テ 

底
北
実
国

　
　
　

　

給
タ
リ
ケ
ル 

帯
給
タ
リ
ケ
ル

諸
（
彦
底
北
実
国
の
帯
は
変　

丗
を
ツ
に
作
る
、
底
は
帯
と
朱
傍
）

　
　
　

　

置
タ
レ 
諸
大　

諸
本
か
く
作
る
。
置
タ
レ
バ
の
意
。

　
　
　

　

見
ス
ル 
諸
大

見
ヌ
ル

Ｂ　

男
に
会
う
意
。

　
　
　

　

此
様
ノ 

諸

　
　
　

　

不
見
シ
カ
ハ 

Ｂ
一

不
見
ヲ
リ
シ
カ
ハ

北

不
見
サ
リ
シ
カ

底

不
見
ザ
リ
シ
カ
バ

実
国
Ａ
Ｂ
Ｃ
大

　
　
　

　

知
タ
リ
シ
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｂ
一
Ｃ

二
三
七
　

思
ユ
ヤ 

実
Ａ
Ｂ
一

思
ム
ヤ

国

思
ヱ
ヤ

Ｃ

思
エ
ヤ

底
北
Ｂ
大
（
北
の
エ
は
変　

ユ
に
近
し
）

 

国
本
が
原
姿
か
。
或
は

思
エ
ム
ヤ

の
撥
音
を
表
記
し
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　

　

男
ノ
申
サ
ク 

底
北
実
国

　
　
　

　

思
ヒ
給
ヘ
ト 

諸
大　

諸
本
か
く
作
る
。
思
ヒ
給
ヘ
バ

の
意
。

　
　
　

　

睦
ク 

諸
（
底
北
実
Ａ
の
睦
は
変　

日
偏
に
作
る
、
Ｂ
の
ク
は
変
）

　
　
　

　

有
カ
ト 

北
実
国
Ａ
Ｂ
Ｃ

ア
ル
カ
ト

Ｂ
一

有
ヤ
ト

底
大

　
　
　

　

候
フ
ト

フ 

底
実
国
Ａ
Ｃ
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テ 

北
実
国
Ａ
Ｂ
（
北
は
変
）

　
　
　

　

懐
妊
シ 

北
実
国
Ａ
Ｂ
Ｃ

二
三
八
　

思
給
ヘ
テ 

底
北
実
国
Ａ
Ｃ

思
給
ヒ
テ

Ｂ
Ｂ
一

 

諸
本
か
く
作
る
が
、
茲
は
、
地
の
文
な
の
で

思
給
ヒ
テ
（
Ｂ
本
か
く
作
る
）
と
あ
る
べ
き
も

の
。
恐
ら
く
会
話
文
が
、
連
続
し
て
い
る
如
き
錯
覚
で
、
か
く
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

　

乗
セ
タ
ル 

★　

乗
セ
タ
ル
ハ

底
北
（
ル
を
レ
と
朱
訂
）
乗
セ
タ
レ
バ

実
国
Ａ
Ｂ
Ｂ
一
Ｃ
大

　
　
　

　

強
ナ
ル
ヲ 

底
（
ナ
の
上
に
ラ
を
朱
補
し　

そ
れ
に
カ
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

　

髪
ヲ
ハ
ヲ
コ
メ
テ 

Ａ
Ｃ

　
　
　

　

居
タ
リ
乗
ヌ 
底
北
大

居
セ
リ
乗
ヌ

実
国
Ａ
Ｃ

居
タ
リ
乗
テ

Ｂ
Ｂ
一

　
　
　

　

御
シ
テ
ヒ
下
シ 
御
シ
テ

ヒ
下
シ

諸
大

　
　
　

　

叙
シ
テ 

底
北
実
国
Ａ
Ｃ
大
（
底
の
叙
は
変　

金
偏
に
作
る
）
叙
シ

Ｂ
Ｂ
一

　
　
　

　

其
ノ

益
カ
家
ヲ
ハ　

★　

其

益
カ
家
ヲ
ハ

Ａ
Ｃ

其
後
弥
益
カ
家
ヲ
ハ

Ｂ
Ｂ
一

其
ノ
弥
益
ガ
家
ヲ
バ

底

北
実
国
大

巻
二
十
二
第
八
話

二
三
九
　

枯
御
マ
シ
ケ
ル 

底
実
国
Ａ
Ｃ

拈
御
マ
シ
ケ
ル

Ｂ
Ｂ
一
大

招
御
ナ
シ
ケ
ル

北　

　
　
　

　

装
束
ノ 

底
北
実
国
Ａ
Ｃ
大

装
束
ヲ

Ｂ
Ｂ
一

　
　
　

　

微
妙
ク
シ
テ 

底
北
実
国

　
　
　

　

小
櫛 

諸
大

小
蔀

Ｂ　

櫛
形
と
小
蔀
と
の
混
淆
か
。

　
　
　

　

蜜
キ
比 

底
北
実
国
（
比
は
草
体
の
変
、
北
の
キ
は
ヲ
に
近
し
）
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云
フ 

諸
大　

云
ヒ
条
に
対
し
て
云
フ
条
の
存
す
る
如
き
関
係
か
。

　
　
　

　

出
給
ヒ
ケ
リ 

北
Ａ
Ｂ
Ｂ
一
Ｃ

出
給
ケ
リ

底
実
国
大

　
　
　

　

吉
ク
□
合
セ
テ 

実
国
Ａ
Ｃ
大

吉
ウ
□
合
セ
テ

底
（
ウ
を
ク
と
朱
訂
）
吉
ク
□
合
セ
テ

Ｂ
一

告
ケ
合
セ

テ

Ｂ

吉

□
合
セ
テ

北

　
　
　

　

他
人 

諸
大

　
　
　

　

メ
ム
カ 

誡
メ
ム
ガ

底
北
実
国
Ａ
大
（
北
以
外
の
誡
は
異
体
）
試
メ
ム
カ

Ｃ

誠
メ
ム
カ

Ｂ

絨
メ

ム
カ

Ｂ
一

　
　
　

　

云
フ
人
有
ケ
リ 

北
実
国
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

在
原
ノ

ト 
諸
大

二
四
〇
　

僅
ニ 
諸
（
底
北
実
国
Ａ
Ｃ
の
僅
は
変　

旁
を

、
北
Ｃ
及
び
そ
の
変
に
作
る
）

　
　
　

　

其
比
ノ

者
ニ
テ　
　

諸
本
欠
字
。
其
ノ
比
ノ

者
ニ
テ

大

　
　
　

　

色
好
ニ
テ 

底
北
実
国
（
北
の
ニ
テ
は
変
）

　
　
　

　

此
ノ
人
ヤ 

底
実
国

　
　
　

　

御
ス
レ
ト 

北
実
国

　
　
　

　

侘
モ
キ 

北
Ａ
Ｃ
（
Ｃ
の
侘
は
佗
）

　
　
　

　

忝
キ
事
ニ
ナ
ム 

諸
（
底
の
忝
は
変　

参
の
異
体
に
近
し
）

二
四
一
　

造
リ
營
キ 

★　

造
リ
瑩
キ

北
Ａ
Ｃ
大

造
リ
瑩
□

底
（
キ
と
朱
補
し　

ミ
と
朱
傍
）
造
リ
瑩
ミ

実
国

造
リ
瑩
ニ

Ｂ
Ｂ
一
（
Ｂ
一
の
瑩
は
変
）

　
　
　

　

心
踈
ク
思
ユ 

実

　
　
　

　

心
ノ
置
所 

大　

古
本
、
ノ
を
欠
く
。
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思
ユ 

底
実
国
Ａ

　
　
　

　

眼
見
ナ
ト 

底
大

眼
見
ナ
ト
ノ

諸

　
　
　

　

酔
セ
給
ヒ
ニ
タ
リ 

★　

酔
セ
給
ヒ
ニ
タ
メ
リ

北
国
Ｂ
大
（
Ｂ
の
タ
は
変
）
酔
セ
給
ヒ
ニ
タ
ヌ
リ

底
実
Ａ

酔
シ

玉
ヒ
ニ
タ
メ
リ

Ｂ
一

酔
セ
給
ヒ
ニ
タ
リ
ヌ

Ｃ

　
　
　

　

極
テ 

諸
大

　
　
　

　

寄
ス
ル
ニ
程
ニ 

底
北
実
国
Ａ
Ｃ

寄
ル
程
ニ

Ｂ
Ｂ
一

 

寄
ス
ル
ニ

と

寄
ス
ル
程
ニ

と
の
混
淆
か
。
構
わ
ず
ど
ん
ど
ん
寄
せ
た
と
こ
ろ
。

二
四
二
　

来
給
ヘ
ル 

大　

来
給
ツ
ル

北

　
　
　

　

思
ケ
ル
ニ 
北

　
　
　

　

他
ノ 
北
実
Ａ
Ｂ
Ｂ
一
Ｃ

　
　
　

　

酔
ニ
タ
リ 

底
実
国
Ａ

　
　
　

　

持
上
ケ
ツ 

諸

　
　
　

　

思
エ
テ 

底
北
実
国
（
北
国
の
エ
は
ユ
に
近
し
）

　
　
　

　

人
カ
有
ケ
ル 

北
Ａ
Ｂ
Ｂ
一
Ｃ

六
行
空
白

六
行
空
白
の
後
、
目
録
な
し
で
巻
二
十
三
第
十
三
話
が
始
ま
る
。
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今
昔
物
語

巻
二
二
に
お
い
て
、
古
態
本
と
し
て
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
東
大
本
甲
、
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
、
東

北
大
本
の
四
本
で
あ
る
が
、
巻
十
七
の
分
析
時
に
、
実
践
女
子
大
本
と
國
學
院
大
本
の
系
統
の
古
態
本
か
ら
、
そ
の
表
記
は
彦
根
城
博
物
館

本
に
継
承
さ
れ
、
そ
の
後
、
彦
根
城
博
物
館
本
か
ら
内
閣
文
庫
本
Ｂ
へ
と
い
う
流
れ
が
あ
っ
た
と
述
べ
）

（
た
よ
う
に
、
彦
根
城
博
物
館
本
の
表

記
は
実
践
女
子
大
本
と
國
學
院
大
本
と
同
じ
部
分
が
多
く
（
二
二
六

、

、
二
二
七

、

、

、
二
二
八

、

、

、
二
二
九

、

二
三
〇

、

、
二
三
一

、

、

、
二
三
四

、

、

、

、
二
三
五

、

、

、

、
二
三
六

、

、
二
三
七

、
二
三
九

、

、
二
四
〇

、

、

、
二
四
一

、
二
四
二

、

）、
さ
ら
に
、
古
態
本
全
般
と
重
な
る
場
合
も
多
い
。
一
方
で
、
流
布
本
の

表
記
と
は
一
致
し
な
い
場
合
も
多
い
。

　

た
だ
し
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
の
継
承
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
巻
と
は
異
な
る
。
巻
二
二
は
、
そ
も
そ
も
諸
本
す
べ
て
が
中
途

で
終
わ
っ
て
い
る
巻
で
あ
り
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
の
筆
者
は
、
そ
の
未
完
成
な
状
況
に
不
審
を
抱
い
た
も
の
か
、
彦
根
城
博
物
館
本
以
外
の
本

を
参
照
し
て
い
る
よ
う
な
表
記
が
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
二
二
八

で
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
が

大
臣
ノ
山
送
ノ

と

な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
で
は
、
大
臣
ノ
□
山
送

と
な
っ
て
お
り
、
他
の

大
臣
ノ
山
送
ノ
山
送
ノ

の
よ
う
な
本
を

参
照
し
、
そ
の
明
ら
か
な
衍
字
を
校
訂
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
□
に
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
二
三
五

で
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
が

濡
サ
セ
御
シ
タ
リ

と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
で
は
、
儒
サ
セ
ヌ
ル
ニ
御
マ
シ
タ
リ

と
な
っ
て
お
り
、
流
布
本
表
記

あ
る
い
は
古
態
本
の
左
傍
の
小
書
を
参
照
し
た
結
果
、
こ
の
よ
う
な
表
記
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
二
三
八

で
は
彦
根
城
博
物
館
本

が

其
ノ

益
カ
家
ヲ
ハ

と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
で
は
、
其
後
弥
益
カ
家
ヲ
ハ

の
よ
う
に
他
の
諸
本
の

弥

を
入
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
彦
根
城
博
物
館
本
の
み
を
見
て
書
き
写
し
た
と
考
え
る
と
説
明
が
つ
か
な
い
事
象
と
捉
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、

巻
二
二
に
お
い
て
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
は
彦
根
城
博
物
館
本
以
外
の
本
を
参
照
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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そ
の
他
、
巻
二
〇
に
お
い
て
指
摘
し
た
古
態
本
の

（
空
白
）
を
削
除
し
て
も
意
味
が
通
る
場
合
や
容
易
に
校
訂
で
き
る
よ
う
な
場
合

は
本
巻
に
お
い
て
も
削
除
さ
れ
て
い
る
（
二
二
六

）。

　

ま
た
、
巻
二
〇
分
析
時
に
お
い
て
、
流
布
本
系
が
読
め
る
本
文
を
目
指
し
て
校
訂
し
て
い
）

（
る
と
し
た
が
、
古
今
和
歌
集

を
参
照
す
れ

ば
補
え
る
部
分
（
二
三
三

）
を
古
態
本
系
が
朱
書
き
で
補
入
し
て
い
る
の
に
対
し
、
彦
根
城
博
物
館
本
を
含
む
流
布
本
が
脱
文
の
ま
ま
で

あ
る
こ
と
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
を
含
む
流
布
本
が
表
記
以
外
の
表
現
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
校
訂
に
つ
い
て
慎
重
な
姿
勢
を
と
っ
て
い
る

よ
う
に
も
思
わ
れ
、
今
後
、
巻
ご
と
の
分
析
が
さ
ら
に
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　

引
き
続
き
、
他
の
巻
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た
校
訂
の
意
識
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
を
加
え
て
い
き
、
彦
根
城
博
物
館
本
の
諸
本
に

お
け
る
位
置
づ
け
を
明
ら
か
と
し
た
い
。

（

）  

中
根

未
紹
介
本

今
昔
物
語
（
彦
根
博
物
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
愛
知
県
立
大
学
説
林

号　

二
〇
〇
五
年
三
月
）

（

）  

中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
一
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集

号　

二
〇
〇
六
年
三
月
）

（

）  

中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
二
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集

号　

二
〇
〇
七
年
三
月
）

（

）  

中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
五
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

号　

二
〇
一
〇
年
三
月
）、
中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
七
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

号　

二
〇
一
二
年
三
月
）、
中
根

彦
根
城
博

物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
九
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

号　

二
〇
一
三
年
三
月
）

（

）  

中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
三
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集

号　

二
〇
〇
八
年
三
月
）、
中
根

彦
根
城

博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
六
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

号　

二
〇
一
一
年
三
月
）、
中
根

彦
根
城
博
物
館
所

蔵

今
昔
物
語

巻
十
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

号　

二
〇
一
四
年
三
月
）

（

）  

中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
四
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集

号　

二
〇
〇
九
年
三
月
）
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（

）  

中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
十
一
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

号　

二
〇
一
五
年
三
月
）

（

）  

中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
十
二
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

号　

二
〇
一
六
年
三
月
）

（

）  
中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
十
三
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

号　

二
〇
一
七
年
三
月
）

（

）  
中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
十
四
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

号　

二
〇
一
八
年
三
月
）

（

）  

中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
十
五
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

号　

二
〇
一
九
年
三
月
）

（

）  

中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
十
六
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

号　

二
〇
二
〇
年
三
月
）

（

）  

中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
十
七
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

号　

二
〇
二
一
年
三
月
）

（

）  

（

）に
同
じ
。

（

）  

（

）に
同
じ
。

（

）  

（

）に
同
じ
。

（

）  

中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
十
九
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

号　

二
〇
二
二
年
三
月
）

（

）  

中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
二
〇
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

号　

二
〇
二
三
年
三
月
）

（

）  

（

）に
同
じ
。

（

）  

（

）に
同
じ
。


